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１．ブラジル・マクロ経済情勢 

１．経済情勢等（４月発表の経済指標） 

（１）中銀が週次で発表しているエコノミスト等への調査に基づくGDP成長率予測に関し、４月

20 日時点では、本年の GDP 成長率は 0.43％で先週から上方修正、明年の GDP 成長率は 2.50％と

された。また、本年のインフレ率見通しは4.04％で７週連続の下方修正、明年のインフレ率見通

しは4.32％とされた。 

（２）３月の拡大消費者物価指数（IPCA）は単月で0.25％となり、前月の0.33％からやや下落し

た。また、過去 12 か月累計で 4.57％となり、政府のインフレ目標（4.5％±1.5％）の中央値付

近で推移している。 

（３）２月の鉱工業生産指数は、前年同月比▲0.8％で２か月ぶりにマイナスに転じた一方、前月

比では＋0.1％となり、２か月ぶりにプラスに転じた。 

（４）３月の貿易収支は、輸出額は200.85 億ドル（前年同月比＋25.6％、前月比＋29.8％）、輸

入額は129.40億ドル（前年同月比＋11.9％、前月比＋18.6％）で、差引き71.45億ドル（前年同

月比＋61.2％、前月比＋56.8％）となり、25か月連続の貿易黒字を記録し、単月ベースでは史上

最高の黒字額を記録した。 

（５）２月の小売売上高は、前年同月比▲3.2％で23か月連続のマイナス、前月比でも▲0.2％と

なり、３か月連続でマイナスを記録した。 

（６）全国の失業率（１～３月の移動平均）は13.7％となり、前回の公表値（12～２月の移動平

均）から0.5％上昇して５か月連続で悪化し、2012年に統計を開始して以来の最高値を更新した。 

 

２．経済政策等 

（１）４月５日、テメル大統領はラジオ番組のインタビューに応じ、連邦政府により提出された

一連の経済対策により、国際的な格付会社によりブラジルの格付は投資適格級の回復に近づいて

いると発言した。 

（２）４月10日、財務省及び企画開発行政管理省は，2017年度LDO（予算編成方針法：予算の基

本的構造やプライマリーバランス等の財政上の目標を規定）案を発表し、2018年の連邦政府のプ

ライマリーバランス赤字額は▲1,290億レアルの赤字（GDP比▲1.8％）として、2017年の目標で

ある▲1,390億レアルの赤字（同▲2.1％）より改善するとされた。 

（３）４月19日、マイア下院議員は、連邦議会下院特別委員会において、女性の受給開始年齢を

原案の65歳から62歳に引き下げる等の修正を行った年金制度改革に関する憲法改正案の報告書

を提出した。 

（４）４月26日、連邦議会下院は、労働時間、休暇の分割取得といった16の事項については労

使間の協定が法律に優先しうること等を規定した労働法改正案を可決した。 

 

３．中銀の金融政策等 

（１）４月 12 日、中銀の金融政策委員会（Copom）は、政策金利（Selic）を 1.00％引き下げて

11.25％とする旨を全会一致で決定した。なお、政策金利の引下げの決定は５会合連続となった。 

（２）４月17日、ゴールドファイン中銀総裁は、構造調整を伴う政策金利（Selic）の下落は信

用コストの低下につながり、信用コストの構造的・持続的な低下は、経済の効率性・生産性を向
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上させるミクロ経済改革の一環であると発言した。 

 

４．為替市場 

（１）４月のドル・レアル為替相場は、引き続き１ドル＝3.0～3.1レアル台の比較的狭いレンジ

で徐々にドル高・レアル安が進行する展開となった。 

（２）月の前半は、年金制度改革案の議会審議が難航しているとの報道等を受けて、レアルはや

や軟調に推移した。 

（３）月の後半は、北朝鮮情勢をめぐる地政学リスクの後退と中銀による事実上のドル売り・レ

アル買いの介入によりレアルが上昇する場面があったものの、年金制度改革に関する憲法改正案

の採決が先送りされたこと等が失望され、その後はやや軟調に推移した。月末は１ドル＝3.1768

レアルで取引を終えた（前月比1.8％のドル高・レアル安）。 

 

５．株式市場 

（１）４月の伯の株式相場（Ibovespa指数）は、前半は内政動向の停滞を受けて下落したものの、

後半は世界的なリスクオンの動きにより上昇して値を戻す展開となった。 

（２）月の前半は、年金制度改革案の議会審議が難航しているとの報道や大規模な汚職捜査の影

響が懸念されたことで、株価指数は一時62,000ポイント台まで続落した。 

（３）月の後半に入り、北朝鮮情勢をめぐる地政学リスクの後退や仏大統領選の第一回投票の結

果を受けて世界的にリスクオンの動きが広がったこと等を受けて、株価指数は堅調に推移した。

月末の株価指数は65,403.25ポイントとなり、前月比＋0.6％の上昇となった。 

 

２．ブラジル政治情勢 

【内政】 

（１）ルセーフ・テメル正副大統領の大統領選挙当選取消訴訟 

（ア）４日，選挙高等裁判所で，ルセーフ・テメル正副大統領の当選取消訴訟の審理が開始。

ただし新たな証人尋問等が決定され，審理は一時中断に。 

（イ）１３日 テメル大統領は，オーデブレヒト社元幹部の証言（２０１０年当時，テメル下

院議長の事務所において同人立ち会いの下，ペトロブラス社とオーデブレヒト社の大型契約

にかかる口利きの見返りとして４０００万ドルをＰＭＤＢに支払うことで合意）に対し，契

約や金額等については話していないと釈明するビデオ・メッセージを大統領府ＨＰに掲載。 

 

（２）重要法案の審議 

（ア）４日，下院本会議でUberなど携帯アプリを使用した交通機関の規制緩和に関する法案

が可決。 

（イ）１８日，下院本会議で地方財政救済法案が可決（財政難の州に対し，連邦政府及び政

府系銀行への債務返済を３年間据え置く代わりに，財政再建策の提出を義務付ける内容）。 

（ウ）２５日，下院労働法改正特別委員会で労働法改正法案が可決。 

（エ）２６日，下院本会議で労働法改正法案が可決。有給休暇取得等に関し労使合意が法律

に優先すること，組合献金の支払いの非義務化，パートタイム制導入等がポイント。 
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（オ）２６日，上院本会議で議員の裁判管轄特権（裁かれるのは連邦最高裁に於いてのみ）

を廃止する憲法改正案の第１回採決が可決。 

（カ）２６日，上院本会議で権力濫用防止法案が可決。原案に規定されていた「法解 

釈罪（控訴審で判決を覆された下級審判事を処罰対象とする）」は除外された。 

 

（３）ラヴァ・ジャット捜査の進展 

（ア）４日，ファキン連邦最高裁判事は，広告代理店代表のジョアン・サンタナ夫妻及び社

員アンドレ・サンタナの司法取引を承認。 

（イ）７日，クリチバ連邦裁は，ラヴァ・ジャット捜査関連の損害賠償請求訴訟に関し，進

歩党（ＰＰ）及び同党所属の政治家１０名の資産4.76億レアルの差し押さえを決定。 

（ウ）１０日，マルセロ・オーデブレヒト・オーデブレヒト社前社長は，クリチバ連邦最高

裁において，２０１２年～２０１３年にかけてルーラ元大統領に計１３００万レアルを贈賄

したと証言。ルーラ側はこれを否定。 

（エ）１１日，ファキン連邦最高裁判事は，連邦検察庁の８３件の捜査要請に対し，７６件

を許可。捜査対象者も公表され，文官長，外相，都市相，科学技術革新大臣など現職閣僚８

名の他，上下両院議長を含む連邦議会議員６３名，州知事１２名，元大統領５名など，計 

１００名以上の政治家が捜査対象に。 

（オ）１７日 米国連邦裁判所は，オーデブレヒト社に対し計２６億ドルの罰金支払いを命令

（贈賄関連の罰金としては史上最高額）。 

 

（４）日本との関係 

（ア）６日，ジャノー検事総長が訪日（９日まで）。７日に西川検事総長を表敬。 

（イ）３０日，サンパウロのジャパン・ハウス開館式に出席した麻生副総理とテメル大統領

等が会談。 

 

【外交】 

（１）テメル大統領の本年の外遊予定 

（ア）当地主要紙報道によれば，テメル大統領は，本年８月末から９月初めにかけて，国賓とし

て中国を訪問する予定。同訪問は，ロシア訪問（６月第３週）及びブラジル・ＥＵサミット（１

０月）と並び，本年の外交アジェンダのハイライト。また，大統領府は，トランプ大統領の招請

を受けて，テメル大統領の訪米時期を水面下で調整中。 

（イ）中国には，９月第一週に同国で開催されるＢＲＩＣＳ首脳会合を利用して訪問し，習近平

国家主席との会談が行われる。両国は，今後６０日以内に「生産能力拡大のための協力基金」 

（２００億ドル上限）の運用を開始する見込み。 

（ウ）ロシアでは，プーチン大統領との首脳会談を行う。テメル大統領は副大統領当時，当時露

首相であったプーチン大統領との間で，伯露ハイレベル委員会を開催。 

（エ）ブラジル・ＥＵサミットは毎年開催されてきたが，２０１４年に前回会合が開催されて以

来，伯における政治危機の為に中断。次回は伯において行われる。 

（オ）その他，テメル大統領は，Ｇ２０首脳会合に出席するため，７月に訪独する予定。 
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（２）ヌネス外務大臣のメルコスール関連会合出席 

７日，ペレイラ産業貿易大臣と共に，メルコスール原加盟国の閣僚会合に出席。その他，太平

洋同盟諸国等との会合にも出席し，メルコスールと太平洋同盟との間の統合に向けた協議を行っ

た。 

 

（３）米軍のシリアに対する軍事攻撃に係る伯外務省声明 

７日，伯外務省ＨＰは本件に対する懸念の声明を発表。同声明において，伯政府は，シリアに

おける軍事的紛争の拡大への懸念，及び，シリア紛争で化学兵器が使用されたとの報道に対する

悲しみを表明。後者の出来事につき，公正かつ包括的な調査を通じた事実の解明と責任者の処罰

の実施の重要性と共に，シリア紛争解決に向けた実効的な対話，並びに，国際法の完全なる遵守

の必要性を表明。 

 

（４）ヌネス外相のチリ訪問 

１０～１１日，ヌネス外相はチリを初めて公式訪問。バチェレ大統領表敬の他，ムニョス外相

との外相会談が行われ，二国間，地域，多国間アジェンダについて協議が行われた。また，同外

相は，チリの主要ビジネスリーダーとの会合にも出席した。 

 

（５）ラホイ・スペイン首相の伯訪問 

（ア）２４～２５日，ラホイ・スペイン首相はテメル大統領の招請に応えて，同国現職首相とし

ては９年振りに伯を訪問。 

（イ）テメル大統領との首脳会談では，両首脳は，二年毎の二国間政策対話と共に，外務省間の

局長級会合を強化することに合意。その他，分野毎の省庁間対話，議会交流，司法分野での協力，

市民社会の連携強化，防衛産業協力，教育，開発協力，技術革新等に係る作業部会等の強化に合

意。 

（ウ）２５日，ラホイ首相はサンパウロで開催された第１回伯西フォーラムに出席。アルキミン

同州知事と会談すると共に，スペイン人コミュニティー代表との会合を行った。また，西対外貿

易院（IECE），西企業連合（CEOE），西商工会議所，伯貿易促進庁（APEX）共催によるビジネスフ

ォーラムにも参加した。 

 

３．トピックス 

（１）佐藤大使のリオデジャネイロ出張 

 ４月３日、佐藤大使はリオデジャネイロにてクリヴェーラ・リオデジャネイロ市長を訪問し、

オリンピック・パラリンピックや日系社会との連携について意見交換を行いました。また同日、

バストス伯経済社会開発銀行（BNDES）総裁及びパレンテ伯石油公社（ペトロブラス）社長を訪問

し、ブラジルの経済情勢、日伯経済関係などについて意見交換を行いました。 

 

（２）賢人会議メンバーと佐藤大使の大統領訪問 

 ４月６日、賢人会議メンバーと佐藤大使は、テメル大統領を訪問し、４月５日のリオデジャネ
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イロの会合で合意された日伯賢人による提言書を提出し、説明を行いました。 

 

（３）ジャパン・ハウスの開館式 

４月３０日、サンパウロにおいてジャパン・ハウスの開館式が行われ、日本政府から麻生太郎

副総理兼財務大臣（日伯国会議員連盟会長）及び薗浦健太郎外務副大臣が、ブラジル政府からテ

メル大統領、ヌネス外務大臣、フレイレ文化大臣、アルキミン・サンパウロ州知事、ドリア・サ

ンパウロ市長が出席しました。 

 

（４）第１５回北伯・東北伯マスター野球大会の開催 

（ア）４月２１日、２２日に第１５回北伯・東北伯マスター野球大会がマナウス・カントリーク

ラブで開催されました。パラー州からサンタ・イザベル市代表，トメアス市代表，カスタニャル

市代表の３チームが参加した他，本年はマット・

グロッソ州からクイアバ市代表チームが特別参加

し，地元アマゾナス州からはアマゾナス州代表チ

ーム及びホストのマナウス・カントリークラブチ

ームと併せ計６チームが参加しました。 

（始球式 後藤総領事夫人） 

 

（イ）広島，東北楽天に所属した玉木茂雄（エンリ

ケ・シゲオ・タマキ）元プロ野球選手（クイアバ）

のほか，日本・ブラジルの実業団・社会人チームに

所属した元選手も参加しており，大変にレベルの高

い試合が繰り広げられました。 

 

 

 

（ウ）優勝は伯国野球界でも強豪と名高いクイアバ

代表チーム，準優勝は投打に好選手をそろえたマナ

ウス代表チームでした。大会 MVP には今大会で唯一

2 ホームランを打ったマナウス代表チームの坂田氏

（モト・ホンダ所属）が満場一致で選出されました。 

 

（優勝：クイアバ市代表チーム） 

 

（エ）移住地野球を担う次世代の野球人育成を目的として，今大会の運営・準備にはマナウス・
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ジュニアチームの子供達が参加。伯国の野球少年はいまも正々堂々とした日系移民野球の伝統を

受け継いでいます。 

２１日の開会式では後藤在マナウス日本国総領事が挨拶し，ブラジルの野球は日本移民が持ち

込んだものが原点であり，今日でも多くの日本人移住者の子弟が野球を楽しんでおり，野球は世

代や地域を越えた交流のツールとして大きな役割を果たしていると述べました。 

（オ）試合後の表彰式・歓迎会では、元野球少年達がお互いの健闘を称えあい交流を深めました。 

 

４．大使館からのお知らせ 

（１）文化イベント 

講演：日本人の性格（レシッフェ） 

日時：5月 18日（木）9時 15日 

場所：ペルナンブコ連邦大学中央図書館 

内容：ペルナンブコ連邦大学アジア研究所が開催するセミナーにおいて在レシフェ領事事務

所三井所長による「日本人の性格」についての講演が行われます。 

 

「国際交流基金サンパウロ日本文化センター移転記念事業」 

巡回展「東北―風土・人・くらしＢ」（サンパウロ） 

日時：5月 26日（金）～7月 12日（水） 

場所：サンパウロ市文化センター、Rua Vergueiro, 1000 São Paulo – SP 

内容：東北の風土・人・くらしを紹介する写真展を実施します。1940年代から現代に活躍す

る日本の写真家約10名の写真を展示します。 

 

（２）外務省 海外安全ホームページ 

  各国の危険情報や安全対策など、海外赴任、出張及び旅行をする際の留意点が掲載され

ています。 

http://www.anzen.mofa.go.jp/ 
 

（３）ブラジル渡航情報 

（ア）危険情報 

５月９日付で内容を改訂したので御確認下さい。以下の地域が「レベル１：十分注意して

ください。」となっているので、詳細をホームページで確認下さい。 

・ブラジリア連邦区（継続） 

・サンパウロ州大サンパウロ圏及びカンピーナス市（継続） 

・リオデジャネイロ州大リオ圏（継続） 

・アマゾナス州大マナウス圏（継続） 

・パラー州大ベレン圏（継続） 

・ペルナンブコ州大レシフェ圏（継続） 

・バイア州大サルバドール圏（継続） 

・エスピリトサント州大ビトリア圏（継続） 

http://www.anzen.mofa.go.jp/
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・パラナ州大クリチバ圏（継続） 

・リオ・グランデ・ド・スル州ポルトアレグレ市（継続） 

http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo.asp?id=259 
 

（イ）安全対策基礎データ 

主要各州、都市毎の犯罪発生状況、防犯対策及び滞在時の留意事項等に加え、査証、

出入国審査や大使館、総領事館の緊急連絡先が掲載されています。 

http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcsafetymeasure.asp?id=259 
 

（ウ）テロ・誘拐情勢 

http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcterror.asp?id=259 

 

http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo.asp?id=259
http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcsafetymeasure.asp?id=259
http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcterror.asp?id=259

